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What’s “Saffe”?

Saffe(セイフ)は英国・ブラジルを拠点とする顔認証技術に特化したITスタートアップ企業です
英国の金融庁、FCA(英国金融行為規制機構)が認めた顔認証技術はSaffeのみです(※)

CEO - André Coelho
• UBS , Senior cooperate officer
• Fator Bank

Board of Directors

COO - Eduardo Carvalho
• Fidelity , Founder executive
• BSI

CTO - Giovani Chiachia
• PhD Harvard | Unicamp
• Master Fraunhofer | Unesp

Biography of Saffe

1st place

Conference on 
Biometrics (ICB)

2008

2013

2015

※FCA Regulatory sandboxのURL: https://www.fca.org.uk/firms/regulatory-sandbox/cohort-2



Why “Saffe”?

Saffe社の顔認証技術は世界トップレベルの精度を誇ります
NIST(アメリカ国立標準技術研究所)による評価では世界TOP15以内にランキングされました (2019年4月時点)

Saffe社顔認証精度：99.46% (*1)

*1:Face Recognition Vendor Test 1:1。VISAデータセット使用時。FMR(他人受入率)を一定(0.0001)としてFNMR(本人拒否率)を評価。



Why “Saffe”?

Saffe社のなりすまし防止技術(Liveness Detection)はハードウェア非依存で実装可能
AIを活用し、ソフトウェアだけで瞬時になりすまし防止・不正防止が可能なのはSaffeだけの独自技術です
結果、iOS、Android、PC、その他電子デバイスに共通のUIで安全な顔認証を低コストで提供可能です。

固有の生体検知技術 専用ハードウェアの投資が不要

NG OK

プリント写真

Search

デジタルイメージ 本人(生身)の顔

専用カメラ/レンズ不要 専用認証用端末不要



Liveness Detection機能概要
• Saffe社のLiveness detection機能は画像認識向け機械学習技術である

「Convolutional Neural Network(以下、CNN)」を使い、数百万枚の画像を学習させることで実現、
結果、なりすまし不正にみられる特徴の自動検知に成功しました。

• また今後新しい不正手口が発覚した際にも追加投資は不要、CNNの追加学習により対応可能となります。

①用紙に印刷された顔写真

②スマートフォン、タブレット等
の画面に表示された顔画像

③3Dマスクを装着した変装
※現時点では評価版のみ提供

検知可能な
なりすまし不正ケース

Liveness
Detection

顔認証

DEEP 

LEARNING

✓プリント写真や画面表示の画像の再撮
影により発生する不自然な質感

✓なりすまし不正時に見られる不自然な肌
の色

✓スマートフォン、タブレット、PCの画面に
表示される画像に見られる枠などの構成

なりすまし不正にみられる
特徴例

✓3Dマスクやプリント写真、画面等を使った
不正時に生じる歪みなど

正常ケース なりすまし不正ケース



SaffeのLiveness Detectionの優位性

コロンビアのスーパーマーケットにおける
顔認証決済事例では競合他社と比較し、

顔認証用ハードウェアコストを
以下の通り、80%削減可能でした。
※顔認証用タブレット1台当りコスト

・競合他社X：1,000USD
・Saffe社：200USD

これは競合他社がなりすまし防止用に
3Dカメラを搭載した高価なタブレットを

必要としたためです。

ハードウェアコスト

ソフトウェアのみでLiveness Detectionを行う他社技
術は、まばたき等の動作をチェックするため、Saffeの6倍
の認証時間を要するケースがあります。

認証処理時間



Service

Saffe社の顔認証技術は様々なデバイス・利用シーンへ柔軟に適用可能です
既存のシステム・カメラ付きデバイス向けにアプリケーションをカスタマイズすることで

なりすまし防止を含めた顔認証技術をスピーディー、且つ低コストで導入可能です。

• 決済サービス
• 電子チケットサービス
• ロイヤリティプログラム 等

• ID認証
• インターネットバンキング
• eKYC(オンラインによる本人確認)
• オフィス入室管理
• 不正防止支援 等

決済・eチケットサービス 認証サービス



Cases

欧州や中南米を中心に商用化・実証実験事例多数あり
(日本国内でも商用化・実証実験事例あり)



Saffeのグローバル拠点

USA

COLOMBIA
BRASIL

UK/EU

(仮称)

Saffe Japan
設立予定

Japan

• 日本国内におけるSaffe社商品・サービスの販売会社としての日本法人の設立を2023年に予定しております

9



推進中の
利用シーン

Use Case



①事前にスマホアプリでユーザ登録 ②レジにて顔認証・決済

お客様が事前にスマホアプリでユーザ情
報およびクレジットカード情報を事前登
録

セルフレジにて商品スキャン後、支払い方法と
して顔パスを選択。セルフレジと連携したタブ
レットで自撮りした顔写真 (自動撮影)と①の
事前登録写真と突き合わせ、認証OKなら支
払い完了

Saffe顔認証
システムサーバ

決済代行会社
システム

現在推進中の利用シーンご紹介

利用シーン①：スーパーマーケットPOS連携による顔パス決済(コロンビア)
◼ スーパーマーケットのセルフレジにける決済方法として当社顔認証システムを採用・商用化済み。
◼ 顔認証によるキャッシュレス対応店舗を拡大予定。



①事前にスマホアプリでユーザ登録 ②バス乗車時に入り口のタブレットで
顔認証・決済

乗客が乗車前にスマホアプリでユーザ
情報およびクレジットカード情報を事前
登録

バス入り口付近に設置されたタブレットで乗客
の顔を撮影 (自動撮影)、①の事前登録写
真と突き合わせて本人確認

Saffe顔認証
システムサーバ

クレジットカード
会社システム

現在推進中の利用シーンご紹介

利用シーン②：バス運賃決済への活用(スペイン・マドリード)
◼ クレジットカードのマスタカード社、スペイン大手銀行のサンタンデール銀行との協業により、マドリード市バスの

キャッシュレスを顔認証で実現



現在推進中の利用シーンご紹介

利用シーン③：eKYC – 顔認証を使った銀行口座開設・スマホアプリ認証(ブラジル)
◼ ブラジル政府が運用する顔認証を使った本人確認プラットフォーム「Datavalid」と連携することで不正口座開設を防止
◼ ブラジル国内ネット銀行大手のModalmais(クレディスイス系列銀行)において200万人超のユーザが利用中
◼ 本人確認と同時にブラックリスト上の要注意人物と照合することでセキュリテーを強化

①専用アプリで個人識別番
号を含むお客様情報を入力

②本人の顔写真を自撮り ③ ②のなりすましチェック及び
Datavalidの顔写真とのマッチング

②の顔写真になりすましがなく、

且つ、Datavalidの顔写真とのマッチ

ングがOKであれば口座開設へ

銀行提供のスマホアプリをダウン

ロードし、お客様情報とDatavalid

に登録済みの運転免許証番号等

の個人識別番号を入力

スマホアプリでお客様ご本人

の顔写真を撮影

Liveness
チェック

顔認証

DEEP

LEARNING



現在推進中の利用シーンご紹介
利用シーン④：コワーキングスペース向け入室管理(fabbit大手町様他)
◼ セキュリティーカードから顔認証へ。手ぶらによるユーザ利便性向上、事務工数削減、さらに使いまわし防止を実現。
◼ 詳細は以下プレスリリースをご査証ください。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000001.000055030.html

①専用タブレットにて
会員情報を事前登録

②顔パスでエントランスドアロック解錠

専用タブレットにて会員様情報

(会員情報、顔写真、入室可能期間等)

を事前登録

エントランスドアに設置したスマホで入室者の顔写真

を撮影、①の事前登録時の写真と突き合わせて本

人確認、問題なければロック解錠

会員情報

Saffe会員情報管理・
顔認証システムサーバ

(Japan RegionのAWS)



現在推進中の利用シーンご紹介
利用シーン⑤：建設現場・食品工場等へのアクセス管理(丸紅様・OKI様・コニカミノルタ様)

①社員、業者等の
入構者情報を事前登録

②建設現場や施設入り口にて
顔写真撮影・本人確認

氏名、所属会社、顔写真、

入構可能期間等をパソコンで

事前登録

入り口付近に設置された監視カメラにて入

構者の顔を確認(自動撮影)、①の事前

登録写真と突き合わせて本人確認、

さらに体温測定・マスク着用有無チェック

◼ エッジAIデバイスへSaffe顔認証アルゴリズム搭載し、建設現場や食品工場、オフィスビル等へのアクセス管理を実現
◼ 顔認証と同時に入場者の体温測定、マスク検知も実現。

※マスク着用時の顔認証精度向上のための研究開発を推進中、2021年春に完了予定。
◼ 詳細は以下プレスリリースをご査証ください。
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000403.000017036.html

入構者
情報

③管理者がクラウド上で
認証履歴照会・分析(注1)

管理者はクラウド上で提供さ

れるダッシュボード・明細照会

機能から認証履歴を照会・

分析可能

管理者用クラウドサーバ

エッジAIデバイス
(現場に設置)

顔認証履歴
同期

入構者情報
同期



現在推進中の利用シーンご紹介

利用シーン⑥：顔パスによるマンションオートロック解錠(日本・開発中)

➢ 鍵/カード紛失・暗証番号漏洩リスク解消によるセキュリティー強化

➢ ブラックリスト(セールス,不審者,犯罪者)の識別および通報

➢ 不動産仲介における入居希望者内覧時の鍵受け渡し工数削減

➢ 多頻度訪問者に関する情報提供(例：賃借契約違反チェツク)

➢ 民泊への活用（鍵の受け渡し不要）

マンションエントランス / オフィスエントランス / ホテル客室

メ
リ
ッ
ト
・

活
用
イ
メ
ー
ジ

宅配ボックス

➢ 手ぶらによるユーザ利便性向上

➢ 鍵紛失・暗証番号漏洩リスク解消による
セキュリティー強化

➢ 荷物の取り違え、取り忘れの低減



弊社技術活用
可能性について



弊社技術活用可能性について

ステップ①：準備

試
用
シ
ス
テ
ム

要
件
定
義

ソフトウェア
セットアップ

・開発
試
用
シ
ス
テ
ム

導
入

ステップ②
実施

実
証
実
験
実
施

評
価
・
御
社
意
思
決
定

実証実験フェーズ 商用フェーズ

(必要に応じ
て)ハード
ウェア調達

ステップ③
商用準備

商
用
要
件
定
義

(必要に応じて)ハード
ウェア調達

商用

開始

カスタマーサポート

ソフトウェアセット
アップ・開発

実証実験期間の顔認証ライセンス費用は無料

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト

商
用
シ
ス
テ
ム

導
入

シ
ス
テ
ム
テ
ス
ト

商
用
計
画

現
地
調
査
・

実
証
実
験
計
画

◼ 今後、日本においてSaffe社商品・サービスを展開してまいります。ぜひ貴社ビジネスにおけるSaffe社顔認証技術のご
活用をご検討いただきたいと存じます。

◼ 顔認証技術者が日本国内に常駐しており、日本国内のお客様向けサポート・カスタマイズに対応可能です。
※カスタマイズ例: シングルボードコンピュータへの埋め込み・エッジデバイスへの搭載・Chromebook対応など




